
岸
田
政
権
は
、
「
新
し
い
資
本

主
義
の
実
現
」
を
目
指
し
、
発
足

し
た
。
記
者
会
見
で
岸
田
首
相
は

「
私
の
内
閣
は
、
新
時
代
を
共
に

創
る
、
『
新
時
代
共
創
内
閣
』
」
と

強
調
し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
国
際

的
に
も
潮
流
と
な
っ
て
い
る
新
し
い

資
本
主
義
、
「
成
長
と
分
配
」
を

進
め
る
と
い
う
点
で
、
時
代
観
の

あ
る
政
権
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、

分
配
の
前
提
に
は
成
長
が
不
可
欠

で
、
そ
の
点
で
は
安
倍
、
菅
政
権

の
成
長
路
線
を
発
展
さ
せ
る
安
定

し
た
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

岸
田
政
権
が
４
日
に
閣
議
決
定

し
た
「
基
本
方
針
」
で
は
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
「
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
」
「
国
民

を
守
り
抜
く
、
外
交
・
安
全
保

障
」
「
危
機
管
理
の
徹
底
」
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
国
土

強
靱
化
」
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
は

別
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
」
だ
。
こ

こ
で
は
「
富
め
る
者
と
富
ま
ざ
る

者
、
持
て
る
者
と
持
た
ざ
る
者
の

分
断
を
防
ぎ
、
成
長
の
み
、
規
制

改
革
・
構
造
改
革
の
み
で
は
な
い

経
済
を
目
指
す
た
め
の
『
成
長
と

分
配
の
好
循
環
』
と
、
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
社
会
変
革
の
芽
を
大

き
く
育
て
、
『
コ
ロ
ナ
後
の
新
し

い
社
会
の
開
拓
』
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
、
新
し
い
資
本
主
義
を
実

現
し
て
い
く
」
と
明
記
し
て
い

る
。
「
成
長
の
み
、
規
制
改
革
・

構
造
改
革
の
み
で
は
な
い
経
済
」

と
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
岸
田

政
権
の
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
成
長
戦
略
に
つ
い
て
は
①
科

学
技
術
立
国
②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
③
経
済
安
全
保
障
④

後
半
に
補
正
予
算
を
策
定
し
、
新

年
度
予
算
に
つ
な
げ
る
方
式

を
行
っ
て
い
る
し
、
「
中
長
期
の

経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
国

民
生
活
に
資
す
る
よ
う
に
弊
害
を

是
正
す
る
必
要
は
あ
る
。
基
本
方

針
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
「
危

機
管
理
の
徹
底
」
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
「
万
一
、
大
規
模
な
自
然
災
害

や
テ
ロ
な
ど
、
国
家
的
な
危
機
が

生
じ
た
場
合
、
国
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
政
府

一
体
と
な
っ
て
、
機
動
的
か
つ
柔

軟
に
全
力
で
対
処
す
る
。
そ
の
た

め
に
『
常
に
最
悪
を
想
定
し
』
平

素
か
ら
準
備
に
万
全
を
期
す
」
と

記
し
て
い
る
。
米
国
の
「
連
邦

緊
急

事
態
管
理

庁

（
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
）
」
の
よ
う
な
組
織
整
備
が
行

わ
れ
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、

「
国

民
の
生
命

と
財
産
を
守

る
」
た
め
の
危
機
管
理
の
徹
底
を

打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
歓
迎
す
べ

き
こ
と
だ
。

岸
田
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
政

権
の
従
来
路
線
と
新
し
い
政
策
を

融
合
さ
せ
、
安
定
的
で
か
つ
時
代

に
即
し
た
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
不
安
解
消

に
向
け
た
社
会
保
障
改
革
を
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
戦
略
と
歩

調
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
一
方
、
分

配
戦
略
に
つ
い
て
は
、
①
働
く
人

へ
の
分
配
機
能
の
強
化
②
中
間
層

の
拡
大
③
公
的
価
格
の
あ
り
方
の

抜
本
的
見
直
し
④
財
政
の
単
年
度

主
義
の
弊
害
是
正
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
働
く
人

へ
の
分
配
機
能
の
強
化
」
「
中
間

層
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

具
体
策
は
今
後
と
な
る
だ
ろ
う

が
、
し
っ
か
り
成
長
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
果
実
を
分
配
す
る

と
い
う
、
成
長
と
分
配
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
国
民
生
活
の
向

上
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

基
本
方
針
で
は
「
交
通
・
物
流
イ

ン
フ
ラ
な
ど
地
方
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
に
積
極
的
な
投
資
を
行
う

と
と
も
に
、
農
業
、
観
光
、
中
小

企
業
な
ど
地
方
を
支
え
る
産
業
の

支
援
に
万
全
を
期
す
」
と
し
て
お

り
、
地
方
や
中
小
企
業
の
活
性
化

を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
「
財
政

の
単
年
度
主
義
の
弊
害
是
正
に
取

り
組
む
」
と
打
ち
出
し
た
が
、
現

実
的
に
は
今
で
も
毎
年
度
、
年
度


